
【対応状況・凡例】　

◎ すでに対応している項目

○ 早急に対応を行う項目

□ 施策・事業を実施していく中で取り組むまたは検討する項目

－ 対応が困難な項目

★ その他、上記以外のもの

番号 図書館の考え方 対応状況

1

　少しずつですが、字幕が読めない方の
ために、音声ガイド付きの映画などを各
館で行っています。
　光が丘図書館は特にですが、古い機械
が多くご不便おかけしているので、少し
ずつでも予算を取りながら新しい機器を
導入したいと考えています。
　区役所のパソコンについては、セキュ
リティの問題上、外からのディスクを入
れたりデータのみ転送するということが
難しいのが現状ですが、今後は皆さまが
使いやすい環境を作るよう努めてまいり
ます。

□

2

　図書除菌機については、以前から導入
している館もあったため、まだ導入して
いない館に導入しました。
　ウイルスへの効果については、除菌機
自体のコロナウイルスへの効果の検証は
これからですが、当該機器で除菌に使わ
れている紫外線そのものはコロナウイル
スに効果があります。

◎

図書館名：光が丘図書館

令和３年度　図書館利用者懇談会　～利用者からの意見等への回答（概要）～

利用者からの意見・要望の概要

　視聴覚室の再生機器について、現在
のものは古く、最新の環境に適応でき
ていない（音声ガイドや字幕の有無の
選択が不可など）ため、時代にあった
パソコン型を導入してもらえないか。
　また、図書館に利用者が使えるパソ
コンがないことについて、講師にパソ
コンを持参するよう頼むのに気が引け
るため、導入できないか。

　図書除菌機の導入について、以前は
ウイルスへの効果があまりないという
説明があった中で、今回追加で導入し
た経緯を知りたい。
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3

　他の人が触った本をそのまま触りたく
ないということ声もまだ多いのが現状で
す。
　現在、本の背表紙を拭いて片付けてお
りますが、「読書の前後の手洗い」が定
着しているのであれば、一度手に取った
本を元の場所に戻すことも考えられま
す。
　本日のご意見は、今後の参考とさせて
いただきます。

□

4

　皆様が借りたいと思っている本を多く
買うことは予算上難しく、５、６年後に
は全くニーズがなくなることもありま
す。選書基準の中で、寄贈も含め、柔軟
な発想で考え、工夫していきたいと思い
ます。

□

5

　利用者の質問や要望に応えられないこ
とは、課題として受け止めています。
　各館サービスの向上に努めて、今一
度、レファレンスやご案内が利用者にき
ちんと届くようにしていきたいと考えま
す。

〇

6

　予約確保メールに書名を記載すること
の可否については、以前から検討してお
ります。
　利用者の中には、家族で共有のメール
アドレスを登録されている方もおり、図
書館としては、個人の思想や信条の守秘
を第一に考え、メールに書名を記載して
おりません。
　今後、皆様のご意見を伺いながら考え
ていきたいと思います。

－

　現在多くの図書館で導入されてい
る、一度手に取った本を所定のかご等
に返却するシステムについて、棚に並
べられた本の背表紙を見て読みたい本
を探すといったことが出来ないので不
便である。
　練馬図書館では出入口の消毒を徹底
しているため、このシステムは採って
いないようだが、この点についての見
解を伺いたい。

　予約した本の受取可能通知メールに
ついて、受取可能であることにプラス
して、本の書名も記載してほしい。

　人気がある本を予約すると、手元に
届くのに１年以上かかることがある。
　これについての見解を聞きたい。

　図書館のスタッフが、利用者の質問
に答えられなかったり、要望に応えら
れなかったりすることについて、改善
してほしい。
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7
　令和３年11月上旬から、トレイを使っ
ての利用者カードの受け渡しをスタート
させたところです。

◎

8

　容器の中のものがこぼれることだけで
なく、水滴で本が濡れてしまうことも懸
念した対応をしております。ペットボト
ル等の取扱いについては、賛否両論がご
ざいます。現時点では、必要なもの以外
はしまっていただく対応ですが、他館の
状況も聞きながら、今後も検討してまい
ります。

－

9

　音訳の団体とは、今後も連絡会や講習
会など通じて支援ができるようにしてい
きたいと考えます。
　また、横のつながりが持てるよう検討
してまいります。

□

10

　予約冊数を増やすと、その分人気の本
に予約が増えてしまう可能性がありま
す。予約待ちが多い資料とすぐに借りら
れる資料を分けて考えることや、貸出期
間を短くする考えもあると思いますが、
すぐにお返事することは難しと考えま
す。検討の余地はあると考えておりま
す。

□

　館内の机の上にペットボトルを置く
ことを禁止し、かばんの中か机の下に
置くというルールについて、キャップ
を締めていれば漏れないのだから、撤
廃してほしい。
　また、借りた本を自宅で読んでいる
時には、机にコップなどを置きながら
読んでいる利用者も多いだろうし、こ
ぼして濡れて本が棄損した場合は弁償
させていると思うので、図書館内でも
同様の考え方で良いのではないか。

　音訳の団体と図書館側とのコミュニ
ケーションが不足しているので、図書
館側からもっと積極的に関わって来て
ほしい。
　（対面朗読の方は、十分にコミュニ
ケーションが取れている。）

　コロナ禍において、図書館で本を直
接選ぶことが難しいと考える人もいる
中で、予約可能点数15点というのは少
ないかと思う。

　本を借りる時に窓口で利用者カード
を出すが、スタッフが直接触らないで
も処理ができるようなトレイを置いて
ほしい。
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11

　移動図書館（ブックモービル）につい
ては、ガソリンのことであったり、駐車
場のこと、また昔とは交通状況も変わり
難しいところもあり廃止した経緯があり
ます。
　現在、福祉作業所の方々には、団体貸
出しという形でリストを渡して本を送る
ということを実施しており、介護保険を
利用されている方や、障害をお持ちの方
には、ご自宅に本を無料で郵送すると
いったサービスも行っています。

□

12

　光が丘図書館でも、職員がZOOMで研修
をしていますが、情報政策課から機材を
借りて行っています。
　そのため、利用者の皆さまがZOOMなど
を利用する場合は、こうした機材をそろ
えるところから始めなければならず、Wi-
Fiの状況なども含めて、柔軟に対応でき
るよう努めていきたいと考えています。
　なお、先日、練馬図書館にてZOOmで行
われた職員の研修については、電波状況
は悪くはありませんでした。

□

13

　区では、「公共施設等総合管理計画」
に基づき、区立施設の改築・改修等に取
り組んでおります。図書館についても、
建築年数等を踏まえ改修等を行ってお
り、現在は、築36年の貫井図書館と改築
後36年の練馬図書館について、本計画に
定めて改築・改修の検討を行っていると
ころです。築26年の光が丘図書館につき
ましては、今後、区立図書館全体の状況
を踏まえて、改修等の時期を検討してい
きます。
　なお、各館にて必要な修繕等は、適宜
行っております。

－

14

　カフェの設置については、光が丘図書
館の改修時に施設全体の設計を行う際、
施設の機能や関係法令等を踏まえて検討
します。

□

　高齢者や福祉作業所の方などのため
にも、移動図書館が復活してくれると
嬉しい。

　今後ZOOMが更に普及していく中で、
利用者が開催する講座などでZOOMを使
うことについてどう考えているか。
　（図書館は電波の受信状況があまり
良くないが、その点についても対策等
あるか聞きたい。）

　光が丘図書館を改修する際には、併
設するカフェを作ってほしい。

　光が丘図書館を改築または全面リ
フォームしてほしい。
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15

　図書館としては、必要なことは検討
し、導入できるものは速やかに導入し、
予算がかかるものは次年度の予算に計上
することで対応しています。
　しかし、こうした過程が区民の皆さま
に見えないということについては、PR不
足だと感じています。
　また、すぐに返答できないことであれ
ば、できない理由ではなく、前向きに検
討していることを含めながら返答してい
くという努力をしていかなければならな
いと考えています。

□

※光が丘図書館は中央館的機能を有する館のため、区立図書館全体に関する質問、意見等についても
回答しています。

　図書館のスタンスとして、区民から
の提案などについて、最初からできな
い理由を挙げるのではなく、まずは解
決しようという視点を持って臨んでほ
しい。
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